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(57)【要約】
【課題】遊技媒体を遊技機内で循環させて遊技媒体によ
る遊技を実現する遊技機において、遊技媒体を投入する
際に、投入する遊技媒体数の間違いを簡易な構成によっ
て抑制することができる遊技媒体循環ユニット及び遊技
機を提供すること。
【解決手段】この遊技媒体循環ユニットは、遊技領域を
流下した後の遊技媒体を発射手段に向けて導くための遊
技媒体通路と、前記遊技媒体通路内に遊技媒体を投入さ
せるための投入口と、を有し、投入口から所定個数の遊
技媒体が投入されることにより、既に投入された所定個
数の遊技媒体によって更なる遊技媒体が投入されること
を不可能とする状態を実現するように構成される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発射手段により遊技領域に向けて発射された遊技媒体を、該遊技領域を流下した後に再
び該発射手段に導くことにより、該遊技媒体の循環的な発射を実現する遊技媒体循環ユニ
ットであって、
　前記遊技領域を流下した後の前記遊技媒体を前記発射手段に向けて導くための遊技媒体
通路と、
　前記遊技媒体通路内に前記遊技媒体を投入させるための投入口と、を有し、
　前記投入口から所定個数の前記遊技媒体が投入されると、既に投入された所定個数の該
遊技媒体によって更なる遊技媒体が投入されることを不可能とする状態を実現するように
構成される、遊技媒体循環ユニット。
【請求項２】
　前記発射手段と前記遊技媒体通路との接続部から前記投入口までの前記遊技媒体通路の
寸法は、所定個数以下の前記遊技媒体を収容可能な寸法であって、かつ所定個数より多く
の前記遊技媒体を収容不可能な寸法とされている、請求項１に記載の遊技媒体循環ユニッ
ト。
【請求項３】
　前記遊技媒体通路は、前記遊技領域を流下した後の前記遊技媒体が流入可能な流入通路
と、
　前記投入口が形成され、該投入口から投入された前記遊技媒体が流入可能な投入通路と
、
　前記流入通路を通過した前記遊技媒体と前記投入通路を通過した前記遊技媒体とが流入
可能であって、該遊技媒体を前記発射手段に向けて導く誘導通路と、を有する、請求項１
又は請求項２に記載の遊技媒体循環ユニット。
【請求項４】
　前記流入通路と前記誘導通路の少なくともいずれか一方には、前記流入通路から前記誘
導通路に前記遊技媒体を通過させる状態と、前記流入通路から前記誘導通路に前記遊技媒
体を通過させない状態と、を実現可能な可変部材が設けられており、
　前記可変部材は、前記投入通路内に前記遊技媒体がない場合に、前記流入通路から前記
誘導通路に前記遊技媒体を通過させる状態を実現し、前記投入通路内に遊技媒体がある場
合に、前記流入通路から前記誘導通路に前記遊技媒体を通過させない状態を実現する、請
求項３に記載の遊技媒体循環ユニット。
【請求項５】
　前記投入口は、前記遊技媒体通路に形成されている、請求項１又は請求項２に記載の遊
技媒体循環ユニット。
【請求項６】
　前記投入口は、該投入口から投入された前記遊技媒体の通過方向に沿って移動可能に構
成される、請求項１から請求項５のいずれかに記載の遊技媒体循環ユニット。
【請求項７】
　遊技媒体の流下による遊技を実現する遊技領域が表面に画定された遊技盤と、請求項１
から請求項６のいずれかに記載の遊技媒体循環ユニットと、前記遊技領域に前記遊技媒体
を発射する発射手段と、を備え、
　前記遊技媒体循環ユニットの前記投入口は、前記遊技盤の裏面側に配置されている、遊
技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発射手段により遊技領域に向けて発射された遊技媒体を、遊技領域を流下し
た後に再び発射手段に向けて導くことにより、遊技媒体の循環的な発射を実現する遊技媒
体循環ユニット及び遊技機に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機等の遊技機では、弾球された球が遊技盤面上を流下して、その流下の過程で
球が遊技盤面上のゲージ（釘ともいう。）や羽根車に衝突しつつ転回して流下方向が変化
する。そして、遊技盤面上に配置された各種入賞口や入球口への球の入賞に基づき所定の
景品獲得が可能に構成されており、遊技者は、弾球における自らの技量を発揮して、又は
球の流下における偶然性を利用しつつ球の入球等を期待し、遊技を楽しむのである。
【０００３】
　例えば、雀球遊技機やアレンジボール機等の組合せ式遊技機は、遊技機内部に遊技媒体
としての球を封入し、この球を繰り返し発射することによって、遊技機内で球を循環させ
て遊技を実現する。遊技機内部に封入される球数は、遊技内容等に基づいて予め定められ
ており、メダルを投入すると所定個数（例えば、７個。）の球が封入循環状態で発射可能
に準備される。そして、その球を発射手段を用いて球発射して遊技を行うのである。遊技
盤面上には、多数の入球口が配置されており、その多数の入球口のうちいずれの入球口に
球が入球したかによって生じる組合せに基づき、遊技者に対して景品としてのメダルの払
い出しが行われるようになっている。
【０００４】
　封入循環式の遊技機は、遊技機内部に封入された遊技媒体を循環させて遊技を実現する
ため、遊技媒体の使用頻度が高くなる。使用頻度が高いため遊技媒体が汚れ易くなり、遊
技媒体の汚れに基づく不具合が発生するおそれがある。したがって、遊技媒体の汚れに基
づく不具合を抑制するために、封入した遊技媒体を定期的に交換することが行われている
。
【０００５】
　遊技媒体の交換に際しては、作業者が、遊技領域を流下した遊技媒体を発射手段に向け
て導くための遊技媒体通路のカバー部材を取り外し、この遊技媒体通路から汚れた遊技媒
体を取り除く。そして、作業者が、遊技媒体通路のカバー部材を元に戻し、遊技盤面上に
配置された入球口から所定個数の遊技媒体を投入して、新たな遊技媒体を封入する。なお
、遊技媒体通路には、所定の投入個数に対応する位置に目印が付されており、作業者が所
定個数の遊技媒体を投入したことを把握できるように構成されている。
【０００６】
　しかし、このような構成を採用しても、作業者が目印を視認しないと、所定個数の遊技
媒体が正しく投入されないことがある。例えば、発射手段を先頭にして投入された遊技媒
体が並んで配置される遊技機においては、所定個数より多くの遊技媒体が投入されること
により、発射手段に向けて導かれる遊技媒体の数が多くなり、遊技媒体の自重によって発
射手段が押圧され、発射手段の不具合が生じることがある。
【０００７】
　このような問題を解決する遊技機として、特許文献１には、封入循環式の遊技機におい
て、封入球の補給の際に遊技機内部に投入した球数と、予め定められた球数との差が所定
の差よりも大きい場合に、封入球の補給に関する異常状態が生じた旨の判定を行う遊技機
が記載されている。
【０００８】
【特許文献１】特開平１０－２１６３０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　この遊技機は、封入球の補給の際に遊技機内部に導かれた球数を検出するとともに、こ
の球数と予め設定された球数とを比較して、投入された球が多すぎるか、又は少なすぎる
かを判定して、異常状態が生じたか否かを判定している。したがって、球の検出手段や異
常状態を判定するための複雑な制御手段が必要である。
【００１０】
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　本発明は上記の事情に鑑みて為されたもので、遊技媒体を遊技機内で循環させて遊技媒
体による遊技を実現する遊技機において、遊技媒体を投入する際に、予め定められた所定
個数の遊技媒体を投入させることができ、投入される遊技媒体数の間違いを簡易な構成に
よって抑制することができる遊技媒体循環ユニット及び遊技機を提供することを例示的課
題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の例示的課題を解決するための遊技媒体循環ユニットは、発射手段により遊技領
域に向けて発射された遊技媒体を、遊技領域を流下した後に再び発射手段に導くことによ
り、遊技媒体の循環的な発射を実現する遊技媒体循環ユニットであって、遊技領域を流下
した後の遊技媒体を発射手段に向けて導くための遊技媒体通路と、遊技媒体通路内に遊技
媒体を投入させるための投入口と、を有し、投入口から所定個数の遊技媒体が投入される
と、既に投入された所定個数の遊技媒体によって更なる遊技媒体が投入されることを不可
能とする状態を実現するように構成される。
【００１２】
　この遊技媒体循環ユニットを遊技機に取り付けた状態において、遊技媒体循環ユニット
の外部から内部に遊技媒体が投入される際には、投入通路に形成された投入口に遊技媒体
が投入される。投入口に所定個数の遊技媒体が投入されると、投入された遊技媒体によっ
て更なる遊技媒体の投入が不可能になるように構成されている。物理的に遊技媒体を投入
できない状態が実現されることにより、仮に作業者が所定個数より多くの遊技媒体を投入
しようとしても、遊技媒体を投入することができない。したがって、投入口から所定個数
より多くの遊技媒体が投入されることを防ぎ、投入する遊技媒体数の間違いを抑制するこ
とが可能となる。
【００１３】
　また、遊技媒体流入ユニットが更なる遊技媒体の投入が不可能とする状態を実現するよ
うに作業者が遊技媒体を投入すれば、投入した遊技媒体が所定個数となる。したがって、
作業者が投入する遊技媒体数を数えていなくても、予め定められた所定個数の遊技媒体を
投入することができ、投入される遊技媒体数が不足することを抑制することができる。
【００１４】
　発射手段は、遊技媒体循環ユニットによって導かれた遊技媒体を遊技領域に向けて発射
できる機能を備えていればよく、駆動源を備えて電動駆動されることにより一定間隔毎に
遊技媒体を発射するものであってもよいし、遊技者によって手動で駆動されることにより
遊技媒体を発射するものであってもよい。
【００１５】
　遊技媒体循環ユニットは、遊技領域を流下した後の遊技媒体を再び遊技領域に向けて発
射させるために、遊技領域を流下した後の遊技媒体を発射手段に導く。発射手段から遊技
領域に発射された遊技媒体は、遊技領域の流下による遊技を実現する。遊技領域を流下し
た遊技媒体は、遊技媒体循環ユニットによって発射手段に導かれ、発射手段によって再び
遊技領域に向けて発射される。遊技媒体は、遊技機内部を循環しつつ遊技領域の流下によ
る遊技を実現する。
【００１６】
　遊技媒体通路は、遊技領域を流下した後の遊技媒体を発射手段に導くことができるよう
に構成される。具体的な構成としては、遊技領域を流下した遊技媒体が流入する流入口と
、流入した遊技媒体を発射手段に向けて流出させる流出口と、を有し、流入口から流出口
に向けて遊技媒体を導く構成を例示できる。なお、遊技媒体通路は、遊技領域を流下した
後の遊技媒体が発射手段に向かって通過できる空間であればよく、必ずしも周囲が囲まれ
た空間でなくてもよい。
【００１７】
　投入口は、所定個数の遊技媒体が投入されることにより、投入された所定個数の遊技媒
体によって更なる遊技媒体の投入を不可能な状態を実現するように配置される。この更な
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る遊技媒体の投入が不可能な状態は、投入された遊技媒体が遊技媒体通路内の空間に充填
されることによって、遊技媒体自身が投入口を塞いだり狭めたりして、投入された遊技媒
体が直接的に実現する状態のみならず、投入された所定個数の遊技媒体の自重によって、
他の遊技部品が移動して投入口を塞いだり狭めたりして、投入された遊技媒体が間接的に
実現する状態も含む概念である。
【００１８】
　また、遊技媒体循環ユニットは、発射手段と遊技媒体通路との接続部から投入口までの
遊技媒体通路の寸法が、所定個数以下の遊技媒体を収容可能な寸法であって、かつ所定個
数より多くの遊技媒体を収容不可能な寸法とされていることが望ましい。
【００１９】
　このような寸法の遊技媒体通路によれば、所定個数以下の遊技媒体を遊技媒体通路内に
収容することができるが、所定個数より多くの遊技媒体を遊技媒体通路に収容することが
できない。したがって、投入口に所定個数の遊技媒体が投入されることにより、更なる遊
技媒体の投入が不可能な状態を実現することができ、投入される遊技媒体が所定個数より
多くなることを防ぐことが可能となる。
【００２０】
　遊技媒体通路と発射手段の接続部とは、遊技媒体を打球する発射手段と、その発射手段
に導かれる遊技媒体が収容された空間と、が接続する部分である。ここでいう遊技媒体通
路は、発射手段によって遊技媒体を打球する発射位置に遊技媒体を誘導するために、遊技
媒体を待機させておく部分も含む概念である。
【００２１】
　また、遊技媒体通路を通過した遊技媒体を整流器を用いて１個ずつ導く発射手段の発射
位置に導く遊技機において、この整流器が遊技媒体を収容可能であって遊技媒体の待機状
態を実現する場合には、この整流器も含めて遊技媒体通路を概念する。一方、整流器が遊
技媒体を収容不可能であって、遊技媒体の待機状態を実現しない場合には、この整流器を
含まないで発射手段を概念する。
【００２２】
　また、遊技媒体通路は、遊技領域を流下した後の遊技媒体が流入可能な流入通路と、投
入口が形成され、投入口から投入された遊技媒体が流入可能な投入通路と、流入通路を通
過した遊技媒体と投入通路を通過した遊技媒体とが流入可能であり、遊技媒体を発射手段
に向けて導く誘導通路と、を有することが望ましい。
【００２３】
　遊技領域を流下した後の遊技媒体が流入可能な流入通路と、投入口から投入された遊技
媒体が流入可能な投入通路と、が設けられていることにより、遊技領域を流下した後の（
遊技機内を循環している）遊技媒体と、投入口に投入された（新たに投入され、遊技機内
を循環してない）遊技媒体と、が通過する通路を別々にすることができる。各遊技媒体が
通過する通路を別個に設けることにより、投入口の配置の自由度を高めることができる。
更に、従来の構成による遊技媒体循環ユニットの流入通路を採用しても、別途投入通路を
設ければよいため、従来の流入通路の構成に悪影響を与えずに、遊技媒体を投入するため
の投入口を設けることができる。
【００２４】
　誘導通路は、流入通路及び投入通路とそれぞれ接続されて構成されていてもよいし、流
入通路及び投入通路と離間して配置されていてもよい。各通路と誘導通路とが離間して配
置されている場合には、各通路から誘導通路に遊技媒体を落下させて導く等、各通路から
誘導通路に遊技媒体を導くことができるように構成する。なお、発射手段と遊技媒体通路
との接続部から投入口までの遊技媒体通路の寸法とは、発射手段と誘導通路との接続部か
ら投入通路に形成された投入口までの寸法である。
【００２５】
　更に、遊技媒体循環ユニットの流入通路と誘導通路のうち少なくともいずれか一方には
、流入通路から誘導通路に遊技媒体を通過させる状態と、流入通路から誘導通路に遊技媒
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体を通過させない状態と、を実現可能な可変部材が設けられており、可変部材は、投入通
路内に遊技媒体がない場合に、流入通路から誘導通路に遊技媒体を通過させる状態を実現
し、投入通路内に遊技媒体がある場合に、流入通路から誘導通路に遊技媒体を通過させな
い状態を実現するように構成される。
【００２６】
　メンテナンス等で遊技媒体を交換する際は、遊技媒体を一旦遊技機から取り出した後に
、投入口から所定個数の遊技媒体を投入する。所定個数の遊技媒体を投入口から投入した
状態は、遊技媒体の通過方向において投入口より下流側の投入通路内に遊技媒体があって
、流入通路内に遊技媒体がない状態である。この状態において、発射手段によって遊技媒
体が打ち出されると、打ち出された遊技媒体は、遊技領域を流下した後に流入通路に流入
する。したがって、投入通路と流入通路にはいずれも遊技媒体がある状態となる。そして
発射手段によって更に遊技媒体が打ち出されると、誘導通路内にある遊技媒体が１個減り
、流入通路内にある遊技媒体が１個増える。誘導通路内にある遊技媒体が１個減るため、
流入通路内にある遊技媒体又は投入通路内にある遊技媒体が誘導通路に導かれる。
【００２７】
　このとき、投入通路内にある遊技媒体よりも流入通路内にある遊技媒体を誘導通路に導
き易く構成されていることにより、誘導通路内の遊技媒体と流入通路内の遊技媒体のみ遊
技機内部で循環して、投入通路内にある遊技媒体は誘導通路に導かれずにそのまま投入通
路内に滞留することとなる。所定個数のうち一部の遊技媒体のみが遊技機内部を循環して
、所定個数全部の遊技媒体が遊技機内を循環しないため、遊技媒体毎に使用頻度が異なり
、メンテナンスの観点から好ましくない。一方、流入通路内にある遊技媒体よりも投入通
路内にある遊技媒体を誘導通路に導き易く構成することにより、投入口から投入した全て
の遊技媒体を誘導通路に導いて、遊技機内を循環させることができる。したがって、流入
通路内にある遊技媒体よりも投入通路内にある遊技媒体を誘導通路に導き易く構成するこ
とが望ましい。
【００２８】
　可変部材は、投入通路内に遊技媒体がない場合に、流入通路から誘導通路に遊技媒体を
通過させる状態を実現し、投入通路内に遊技媒体がある場合に、流入通路から誘導通路に
遊技媒体を通過させない状態を実現する。この可変部材を設けることにより、投入通路に
遊技媒体がある場合には、流下通路内に遊技媒体があっても、流入通路から遊技通路に遊
技媒体が通過しない。したがって、流入通路を通過する遊技媒体よりも投入通路を通過す
る遊技媒体を優先的に誘導通路に導くことが可能となる。一方、投入通路に遊技媒体がな
い場合には、流入通路から誘導通路に遊技媒体を通過させるため、遊技機内部の遊技媒体
の循環に悪影響を与えない。
【００２９】
　可変部材の具体的な構成としては、流入通路と誘導通路との接続部分に開閉部材を設け
る構成を例示できる。開閉部材を開閉駆動することにより、流入通路の誘導通路との接続
部分を開放して、流入通路から誘導通路に遊技媒体を通過させる状態と、流入通路の誘導
通路との接続部分を閉鎖して、流入通路から誘導通路に遊技媒体を通過させない状態と、
を実現することができる。開閉部材は、制御手段によって駆動制御するように構成しても
よいし、投入通路内にある遊技媒体の有無によって機構的に駆動するように構成してよい
。
【００３０】
　例えば、制御手段によって開閉部材を駆動制御する構成としては、投入通路内に遊技媒
体があるか否かをセンサ等によって検出して、この検出結果に基づいて開閉部材を駆動制
御する構成、投入口から所定個数の遊技媒体を投入した状態から投入通路内にある遊技媒
体がなくなるまでの発射遊技媒体数を記憶しておき、実際に発射された遊技媒体数をカウ
ントすることにより開閉部材を駆動制御する構成、を例示できる。
【００３１】
　例えば、機構的に開閉部材を駆動する構成としては、流入通路と誘導通路との接続部分
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を開放する方向に弾性部材によって開閉部材を付勢して、投入通路内に遊技媒体がある場
合には、投入通路内にある遊技媒体によって流入通路と誘導通路の接続部分が閉状態なる
ように開閉部材を押圧して、流入通路と誘導通路との接続部分を開放させない構成を例示
できる。この構成によれば、投入通路内に遊技媒体がある場合には、流入通路と誘導通路
の接続部分は閉状態となり、流入通路から誘導通路に遊技媒体が通過しない。一方、投入
通路内に遊技媒体がない場合には、流入通路と誘導通路の接続部分は開状態となり、流入
通路から誘導通路に遊技媒体が通過する。
【００３２】
　また、遊技媒体循環ユニットは、投入口が遊技媒体通路に形成されていてもよい。遊技
媒体が投入される投入口を遊技媒体通路に設けることにより、遊技機内を循環する遊技媒
体が通過する通路に対して新たな遊技媒体を投入することができ、投入通路を別途設ける
場合に比較して、部品点数を減らすことができるとともに、簡易な構成とすることができ
る。また、投入口を遊技媒体通路に設けることにより、投入口から投入した球は遊技媒体
通路に収容される。そして、遊技領域に発射された遊技媒体は、遊技媒体通路に流入する
。すなわち、投入口から投入された遊技媒体と遊技領域から導かれる遊技媒体とを同じ遊
技媒体通路内に収容させることができる。したがって、投入口から導かれた遊技媒体と流
入通路から導かれた球を合流させて発射通路に導くことができ、投入口から投入された遊
技媒体を確実に発射手段に導いて循環させることができ、遊技媒体の使用頻度の偏りによ
る不具合を防止することが可能となる。
【００３３】
　また、投入口から投入された遊技媒体の通過方向に沿って投入口が移動可能に構成され
ることが望ましい。遊技媒体の通過方向に沿って投入口の位置を移動することにより、封
入する遊技媒体の所定個数を適宜変更することができる。
【００３４】
　例えば、遊技機内部を循環させる遊技媒体の数（所定個数）を減らす場合には、投入口
の位置を遊技媒体の通過方向の下流側に変更する。この位置に変更することにより、移動
前よりも少ない数の遊技媒体が投入されることによって、更なる遊技媒体が投入されるこ
とを不可能な状態を実現する。したがって、遊技媒体の所定個数を減らすことができる。
一方、遊技媒体の所定個数を増やす場合には、遊技媒体の通過方向の上流側に投入口の位
置を変更する。この位置に変更することにより、移動前よりも多くの遊技媒体が投入され
ることによって、更なる遊技媒体が投入されることを不可能な状態を実現する。したがっ
て、遊技媒体の所定個数を増やすことができる。このように、投入口の位置を適宜変更す
ることにより、投入口から投入可能な遊技媒体の所定個数を変更でき、異なる数の遊技媒
体を用いて遊技を実現する種々の遊技機に適用することが可能となる。
【００３５】
　投入口の配置を変更する具体的な構成は、例えば、投入口を遊技媒体の通過方向に沿っ
た長穴として、この長穴を部分的に塞ぎ、かつ遊技媒体の通過方向に沿ってスライド可能
な蓋部材を設ける。この蓋部材を遊技媒体の通過方向に沿って移動させることにより、投
入口の配置を適宜変更することができる。
【００３６】
　本発明の更に他の例示的側面としての遊技機は、遊技媒体の流下による遊技を実現する
遊技領域が表面に画定された遊技盤と、上記の遊技媒体循環ユニットと、遊技領域に遊技
媒体を発射する発射手段と、を備え、遊技媒体循環ユニットの投入口は、遊技盤の裏面側
に配置されている。
【００３７】
　この遊技機によれば、遊技媒体循環ユニットの外部から内部に遊技媒体を投入する際に
は、投入通路に形成された投入口から遊技媒体が投入される。この投入口から所定個数の
遊技媒体を投入した際に、投入した遊技媒体によって更なる遊技媒体の投入が不可能にな
るように、投入口が構成されているため、投入口から所定個数より多くの遊技媒体を投入
することができなくなる。したがって、投入口から所定個数より多くの遊技媒体が投入さ
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れることを防ぐことができ、投入する遊技媒体数の間違いを抑制することが可能となる。
【００３８】
　更に、投入口が遊技盤の裏面側に設けられており、遊技盤の裏面側から遊技媒体を投入
することできる。遊技盤の表面側には遊技領域が形成されており、遊技領域を流下した遊
技媒体は、遊技盤の下方又は裏面側に導かれる。また、遊技者が発射操作をする操作手段
が遊技機の表面側（遊技者の手前側）に設けられるため、遊技領域に遊技媒体を発射する
発射手段は、遊技機の裏面側（遊技者の奥側）に設けられることが多い。したがって、遊
技領域を流下した遊技媒体を再び発射手段に導くための遊技媒体循環ユニットは、遊技盤
の裏面側に設けられることが望ましく、この遊技盤の裏面側に投入口を配置することによ
り、作業者は遊技媒体循環ユニットを視認しながら、遊技媒体を投入することができる。
更に、遊技盤の裏面側には、制御手段及び電源装置等の各種遊技部品が配置されている。
メンテナンスの際には、これらの部品を合わせて操作することが多く、遊技盤の裏面側に
投入口を配置することにより操作性を向上させることも可能となる。
【００３９】
　なお、遊技盤の裏面側とは、遊技機の奥行方向において、遊技機の表面側（遊技者の手
前側）に対する遊技盤を挟んだ反対側である。投入口は、奥行方向において遊技盤の裏面
側に配置されていればよく、正面視にて遊技盤の左右側方に配置されていてもよいし、正
面視にて遊技盤の上下側方に配置されていてもよい。
【００４０】
　本発明の更なる目的又はその他の特徴は、以下添付図面を参照して説明される好ましい
実施の形態によって明らかにされるであろう。
【発明の効果】
【００４１】
　本発明に係る遊技媒体循環ユニット及び遊技機によれば、遊技機内で所定個数の遊技媒
体を循環させて遊技を実現する遊技機において、遊技媒体を投入する際に、所定個数より
多くの遊技媒体が投入されることにより、更なる遊技媒体の投入が不可能な状態を実現す
るため、予め定められた所定個数の遊技媒体を投入させることができ、投入される遊技媒
体数の間違いを抑制することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　　［実施の形態１］
　以下、本発明の実施の形態１について図面を用いて説明する。図１は、本発明の実施１
の形態に係る遊技媒体循環ユニットを有する雀球遊技機２の外観斜視図であり、図２は、
後述する機枠の背面図である。この雀球遊技機２は、筐体枠４、遊技盤（遊技装置体）６
、機枠８、前面ガラス（前面透明板）１０、装飾枠１２、メダル投入ユニット１３、回転
ハンドル３０、受皿１７を有している。
【００４３】
　遊技機は、遊技の結果に応じて景品としての遊技媒体が払い出される遊技機であり、雀
球遊技機、アレンジボール機等の組合せ式パチンコ機、封入循環式パチンコ機、等の種々
のパチンコ機及びスロット機を含む。本実施の形態１においては、その中でも特に雀球遊
技機２を例示して説明する。また、本実施の形態１の説明の中で用いられる「上下」及び
「左右」の意味は、雀球遊技機２で遊技する遊技者から見た「上下」及び「左右」の意味
である。
【００４４】
　筐体枠４は、この雀球遊技機２の周囲を囲む枠体であり、平面視略長方形に構成され、
材料としては木材・樹脂・金属等が適用可能である。筐体枠４は、雀球遊技機２の上下面
、左右側面及び背面を囲み、前方から見て左側面側には機枠８及び装飾枠１２を揺動支持
するためのヒンジ部（揺動支持部）１８が設けられている。筐体枠４の内部には、雀球遊
技機２による遊技を実現するための様々な装置機器類が収容されており、これら装置機器
類は筐体枠４に周囲を囲まれて不正等から保護されている。
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【００４５】
　筐体枠の内部には、メダル払出装置（図示せず）が設置されている。他にも遊技制御を
行うための遊技制御基板（図示せず）等が収容されているが、その詳細な説明は省略する
。
【００４６】
　メダル払出装置は、雀球遊技機２で行われる遊技結果に応じて景品として遊技媒体であ
るメダルを払い出すための装置である。メダル払出装置から払い出されたメダルは、機枠
８に開口形成された払出口４０を通過して受皿１７上に払い出される。遊技者は、受皿１
７上に払い出されたメダルを再度遊技に使用したり、メダルとは異なる景品に交換したり
することができる。
【００４７】
　前面ガラス１０は、遊技盤６に対して一定距離離間して配置された透明板である。前面
ガラス１０は透明平板ガラスで形成され、遊技盤６との間に球２３が流下する流下空間を
形成する機能、遊技者が前面ガラス１０を通して遊技盤６を視認できるように視認性を確
保する機能、遊技者が遊技盤６に不正にアクセス（接触）できないように不正アクセスを
防止する機能、を発揮する。
【００４８】
　前面透明板としてはガラス素材の前面ガラス１０の他に、もちろん透明アクリル等の樹
脂材料が使用されてもよい。また、本実施の形態１においては、前面ガラス１０が装飾枠
１２に保持されるが、前面ガラス１０が遊技盤６の前面に取り付けられて、遊技盤６とと
もに機枠８に保持されるように構成されていてもよい。
【００４９】
　装飾枠１２は、前面ガラス１０とその周囲を囲む装飾部材２９とを保持するための枠体
である。その装飾枠１２は、機枠８の前面側に配置されてヒンジ部１８において機枠８と
ともに筐体枠４に揺動支持され、機枠８に対して前面開閉可能とされている。
【００５０】
　装飾枠１２の略中央部には遊技者の視認確保のために大きく開口された中央開口１２ａ
が形成され、その中央開口１２ａに前面ガラス１０が取り付けられている。その前面ガラ
ス１０の周囲には、雀球遊技機２を装飾するための造形・色彩・ランプ・スピーカー等が
付された装飾部材２９が取り付けられ、雀球遊技機２の遊技演出に寄与している。
【００５１】
　中央開口１２ａの下方には前方（遊技者側）に膨出する膨出部１２ｂが形成され、その
膨出部１２ｂにメダル投入ユニット１３、液晶表示部３２ａ、操作ボタン３２ｂが配置さ
れている。
【００５２】
　遊技盤６の表面である遊技盤面６ａには、球２３の流下による遊技を実現する遊技領域
が画定されている。遊技盤６の遊技盤面６ａ上には、ランプ２２、入球口２６等の多数の
役物が配置されている。また、遊技盤面６ａの下方部分には、各々所定の麻雀牌に対応し
て横一列に並んだ多数の下部入球口２８ａを有する入球ユニット２８が配置されている。
【００５３】
　機枠８は、遊技盤６を保持するための枠体で、筐体枠４の前方に配置されてヒンジ部１
８において筐体枠４に揺動支持され、筐体枠４に対して前面開閉可能とされている。機枠
８は、遊技盤６を保持しており、遊技盤６の背面には、遊技の演出を制御する演出制御基
板３３、遊技盤６の遊技盤面６ａに形成された遊技領域を流下した球を発射手段に導く遊
技媒体循環ユニットとしての球循環ユニット３４が設けられている。
【００５４】
　機枠８の下方部分には、遊技盤６に向けて球２３を発射するための回転ハンドル３０が
設けられている。回転ハンドル３０は、遊技者の手動操作に基づいて回転可能とされた球
発射用のハンドルである。回転ハンドル３０には、図示しない球発射位置に停止保持され
た球２３を弾球するための発射杆３１（発射手段）が連結されている。発射杆３１は回転
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ハンドル３０の回転に連動するようになっている。つまり、発射杆は、回転操作された回
転ハンドルが勢いよく原点位置に復帰するのに連動して回転し、球発射位置に停止保持さ
れた球２３を弾球して発射するようになっているのである。
【００５５】
　なお、この雀球遊技機２においては、所定個数（例えば、７個。）の球２３が機内に封
入循環されている。遊技盤６に向けて発射された球２３は、遊技盤面６ａを流下し、上部
入球口２６又は下部入球口２８ａに流入する。
【００５６】
　次いで、図３に示す機枠８の背面図に基づいて、球循環ユニットにおける各入球口に流
入した球の通過態様について説明する。図３においては、球の通過態様を説明するため、
球循環ユニットの背面に設けられたカバー部を省略している。
【００５７】
　球循環ユニット３４は、遊技盤６に設けられた上部入球口２６の裏面側を覆うように設
けられ、上部入球口２６に流入した球２３を下方に向けて導く上部集合通路３５と、遊技
盤６の裏面側において入球ユニット２８の下方に配置され、下部入球口２８ａに流入した
球及び上部集合通路３５から導かれた球２３を下方に向けて導く中央集合通路３６と、遊
技盤６の裏面側において中央集合通路３６の下方に配置され、中間集合通路３６から導か
れた球２３及び発射手段から発射され遊技領域に到達しなかった球（以下、ファール球と
する。）２３を発射手段に向けて導く下部集合通路３７と、を備える。なお、本実施の形
態では、上部集合通路３５、中央集合通路３６、及び下部集合通路３７を別々に設けてい
るが、一体に設けてもよい。
【００５８】
　図４から図６は、下部集合通路３７を示した図であり、図４及び図６は、下部集合通路
３７の正面図であり、図５は、下部集合通路３７の平面図である。図４及び図５は、投入
口３７ｃから所定個数の球２３を投入した状態の下部集合通路３７であり、図６は、遊技
領域を流下した球２３を再び発射手段３１に向けて導く状態の下部集合通路３７である。
【００５９】
　下部集合通路３７は、中央集合通路３６から導かれた球２３が流入する第一流入口３７
ａと、ファール球が導かれる第二流入口３７ｂと、下部集合通路３７の外部から内部に球
２３を投入するための投入口３７ｃと、第一流入口３７ａ及び第二流入口３７ｂが形成さ
れた流入通路３７ｄと、投入口３７ｃが形成された投入通路３７ｅと、流入通路３７ｄ及
び投入通路３７ｅと接続された誘導通路３７ｆと、を備えている。
【００６０】
　流入通路３７ｄ内の球２３の通過方向における上流部には第一流入口３７ａと第二流入
口３７ｂが形成され、下流部には誘導通路３７ｆが接続されている。流入通路３７ｄは、
第一流入口３７ａから流入した球２３と第二流入口３７ｂから流入した球２３とを下方に
移動させつつ、誘導通路３７ｆに向かって導く。
【００６１】
　投入通路３７ｅは、雀球遊技機２の奥行方向において流入通路３７ｄ及び誘導通路３７
ｆより後方に配置されている。投入通路３７ｅの上端部には、投入口３７ｃが形成され、
下端部には、誘導通路３７ｆが接続されている。誘導通路３７ｆは、投入通路３７ｅより
雀球遊技機２の前方に配置されているため、投入通路３７ｅの下端部は、前方側に開口形
成されている。投入通路３７ｅは、投入口３７ｃから投入された球を流下させ、誘導通路
３７ｆに向かって導く。
【００６２】
　誘導通路３７ｆは、流入通路３７ｄ及び投入通路３７ｅと接続されており、流入通路３
７ｄ及び投入通路３７ｅから導かれた球を発射杆３１の発射位置に導く。本実施の形態で
は、球循環ユニット３４から導かれた球２３は、整流器４１によって１個ずつ発射位置に
送り出される。したがって、誘導通路３７ｆは、球２３を整流器４１に導くように構成さ
れている。
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【００６３】
　次いで、このように構成された球循環ユニット３４における球２３の通過態様を遊技の
流れに沿って詳細に説明する。雀球遊技機２は、メダル投入ユニット１３に所定枚数のメ
ダルを投入することで遊技を行うことができるようになっている。メダル投入ユニット１
３から所定枚数のメダルが投入されると、この雀球遊技機２による遊技が開始可能となり
、液晶表示部３２ａに所定個数の麻雀牌図柄が手持ち牌として配牌されて画像表示される
。
【００６４】
　遊技者が操作ボタン３２ｂの操作により手持ち牌の中から不要牌を選択すると、整流器
４１が駆動して発射位置に球が１個送り出されて、発射杆３１によって球発射可能となる
。この状態で遊技者が回転ハンドル３０を手動操作することにより、発射杆３１によって
球２３が遊技領域に発射される。遊技領域を流下する球２３は、上部入球口２６又は下部
入球口２８ａに入球する。その入球口に対応する麻雀牌図柄が液晶表示部３２ａ上に表示
され、手持ち牌に補充される。
【００６５】
　上部入球口２６又は下部入球口２８ａに入球した球２３は、遊技盤６の裏面側に導かれ
、上部集合通路３５及び中央集合通路３６を通過して、下部集合通路３７の第一流入口３
７ａに流入する。第一流入口３７ａに流入した球２３は、流入通路３７ｄ内を誘導通路３
７ｆに向けて移動し、整流器４１を先頭に連なった球の最後尾に配置される。図６に示す
状態である。
【００６６】
　遊技者が再び不要牌を選択することにより、整流器４１が駆動して発射位置に球が１個
送り出されて、発射杆３１によって発射可能となる。整流器４１によって球が１個送り出
されると、誘導通路３７ｆ及び流入通路３７ｄにある球は、１個分ずつ整流器４１側に移
動する。そして、遊技者が回転ハンドル３０を手動操作することにより球が遊技領域に向
けて発射され、球２３が入球した下部入球口２８ａに対応する麻雀牌が補充される。この
操作を所定回数（例えば、１１回。）繰り返す間に、手持ち牌が所定のアガリ役になって
いれば、景品としてのメダルが受皿１７に向けて払い出される。
【００６７】
　この雀球遊技機２は、球２３を１個ずつ発射可能であり、発射された球が遊技領域の上
部入球口２６又は下部入球口２８ａに入球するか、或いは発射された球がファール球とし
て第二流入口３７ｂに流入することにより、次の球を発射できるように構成されている。
したがって、整流器４１によって球２３を発射位置に送り出す前の下部集合通路３７は、
常に図６に示す状態となる。
【００６８】
　また例えば、メンテナンス等で雀球遊技機２に封入された球２３を交換する場合、又は
雀球遊技機２をホールに設置する際の初期状態では、雀球遊技機２の内部に球を新たに投
入する作業が行われる。新たな球の投入は、下部集合通路３７の投入口３７ｃから投入さ
れる。図４及び図５は、投入口３７ｃから球を７個投入した状態の下部集合通路３７を示
した図である。
【００６９】
　投入口３７ｃから投入された球２３は、整流器４１側を先頭にして誘導通路３７ｆ内と
投入通路３７ｅ内に収容されている。投入通路３７ｅの投入口３７ｃまで球２３が収容さ
れており、更なる球２３の投入はできない状態である。なお、整流器４１側の先頭の球２
３は、整流器内に半球分配置されており、この先頭の球が配置される位置を整流器４１内
の待機位置とする。整流器４１内の待機位置から投入口３７ｃまでの空間（図示する斜線
部）は、７個分の球２３が収容可能な寸法に形成されている。したがって、投入口３７ｃ
から球２３が７個投入されることにより、整流器４１内の待機位置から投入口３７ｃまで
の間には更なる球２３を収容するスペースがなくなり、投入口３７ｃから更なる球２３の
投入ができない状態となる。
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【００７０】
　したがって、作業者は予め定められた所定個数（本実施の形態では７球。）より多くの
球を物理的に投入できず、予め定められた所定個数より多くの球が投入されることを防ぐ
ことができる。更に、投入口３７ｃから更なる球の投入ができない状態となることにより
、所定個数の球が投入されたこととなる。作業者は、投入口から球が投入できなくなるま
で球を投入すればよいため、投入する球数をカウントする必要がなくなり作業効率を向上
させることができるとともに、予め定められた所定個数より投入した球数が不足すること
を防止することができる。
【００７１】
　以上のように、本実施の形態１によれば、所定個数の遊技媒体が投入されることにより
、投入された所定個数の遊技媒体によって更なる遊技媒体の投入ができないように構成さ
れているため、投入される遊技媒体の不足及び過多を防止して、投入数の間違いによる不
具合を抑制することができる。
【００７２】
　なお、本実施の形態１では、整流器によって発射位置に球を１球ずつ送り出しているた
め、整流器の待機位置から投入口までの寸法を所定個数の遊技媒体が収容可能な寸法とし
て構成したが、例えば、整流器を設けずに誘導通路から発射手段に直接球を導く場合には
、誘導通路の発射手段側から投入口までの空間を所定個数の球が収容可能な寸法として構
成することにより、本実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００７３】
　［変形例１]
　なお、球循環ユニット３４の流入通路３７ｄ、投入通路３７ｅ、及び誘導通路３７ｆの
配置は、他の変形例を概念することができる。図７は、変形例に係る下部集合通路３７の
正面図である。以下、変形例において、実施の形態と同様の構成については、同符号を用
いて説明を省略する。変形例２に係る球循環ユニットは、実施の形態１の下部集合通路と
比較して投入通路の配置が異なる。
【００７４】
　投入通路３７ｅは、流入通路３７ｄ及び誘導通路３７ｆの上部に接続されており、投入
通路３７ｅ内の球２３と流入通路３７ｄ内の球２３とが半球分ずれるように配置されてい
る。投入通路３７ｅ内の球２３の中心と流入通路３７ｄ内の球２３の中心との距離Ｘは、
球の進行方向において球２３の半径の長さである。投入通路３７ｅ内にある球２３は、流
入通路３７ｄ内にある球２３より進行方向の前方に配置されている。
【００７５】
　図７は、投入口３７ｃから球２３が７個投入された後に、球２３を１個発射した状態の
下部集合通路３７である。遊技領域に打ち出された球２３は、流入通路３７ｄに流入して
、整流器４１を先頭に連なった球２３の最後尾に配置される。次いで、球２３が整流器４
１によって発射位置に送り出されることにより、誘導通路３７ｆ内及び投入通路３７ｅ内
の球は１個分ずつ整流器４１側に移動する。このとき、流入通路３７ｄ内の球及び投入通
路３７ｅ内の球は、いずれも誘導通路３７ｆに向かって移動可能である。しかし、投入通
路３７ｅ内の球は、流入通路３７ｄ内の球より誘導通路３７ｆ側に半球分ずれており、誘
導通路３７ｆ内の球と投入通路３７ｅ内の球の間に配置されている。したがって、投入通
路３７ｅ内の球は、流入通路３７ｄ内の球よりも誘導通路３７ｆに導かれ易い。
【００７６】
　変形例１に係る下部集合通路によれば、投入通路３７ｅ内に球２３がある場合には、投
入通路３７ｅ内の球２３が誘導通路３７ｆに導かれ易く、流入通路３７ｄから誘導通路３
７ｆに向かって球２３が通過し難くなる。一方、投入通路３７ｅ内に球２３がない場合に
は、流入通路３７ｄから誘導通路３７ｆに球を導くことが可能となる。すなわち、投入口
３７ｃから投入した全ての球２３を誘導通路３７ｆに導いて、雀球遊技機２内を循環させ
易くなり、球２３の使用頻度の偏りによる不具合を抑制することができる。
【００７７】
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　［変形例２]
　また、投入通路３７ｅ内にある球を流入通路３７ｄ内にある球２３よりも誘導通路３７
ｆに導き易くする構成は、他の変形例を概念することができる。図８及び図９は、変形例
２に係る下部集合通路３７の流入通路３７ｄ、投入通路３７ｅ、及び誘導通路３７ｆの接
続部分の拡大斜視図である。流入通路３７ｄ、投入通路３７ｅ、及び誘導通路３７ｆの接
続部分には、流入通路３７ｄ内にある球２３を誘導通路３７ｆに通過させる状態と、流入
通路３７ｄ内にある球２３を誘導通路３７ｆに通過させない状態と、を実現するための開
閉部材（可変部材）３８が設けられている。
【００７８】
　開閉部材３８は、流入通路３７ｄ、投入通路３７ｅ、及び誘導通路３７ｆが接続する辺
に沿った軸部３８ａと、軸部３８ａを中心に回転移動可能な扉部３８ｂと、軸部３８ａに
設けられた弾性部材からなるバネ部３８ｃと、を有する。扉部３８ｂが軸部３８ａを中心
として回転移動することにより、流入通路３７ｄと誘導通路３７ｆの接続部分を塞いで流
入通路３７ｄから誘導通路３７ｆに球を通過させない状態（図８参照）と、投入通路３７
ｅと誘導通路３７ｆの接続部分を塞いで投入通路３７ｅから誘導通路３７ｆに球２３を通
過させない状態（図９参照）と、が実現される。
【００７９】
　バネ部３８ｃは、投入通路３７ｅと誘導通路３７ｆの接続部分を塞ぐように扉部３８ｂ
を付勢している。投入通路３７ｅ内に球がないと、バネ部３８ｃによって扉部３８ｂが付
勢され、投入通路３７ｅと誘導通路３７ｆの接続部分を塞ぐ状態が実現される。この状態
では、流入通路３７ｄから誘導通路３７ｆに球２３が通過可能である。
【００８０】
　一方、投入口３７ｃから球２３が投入されることにより、投入通路３７ｅ内の球２３の
自重によって、扉部３８ｂは投入通路３７ｅと誘導通路３７ｆの接続部分を開放する方向
に押圧される。バネ部３８ｃの付勢力は、投入通路３７ｅ内にある球２３の自重による押
圧力より小さく設定されている。よって、投入口３７ｃから球２３が投入されることによ
り、投入通路３７ｅ内にある球２３の自重によって扉部３８ｂが軸部３８ａを中心に反時
計回りに回転移動し、投入通路３７ｅと誘導通路３７ｆの接続部分を開放して、流入通路
３７ｄと誘導通路３７ｆの接続部分を塞ぐ。したがって、投入通路３７ｅ内に球があると
、図８に示すように投入通路３７ｅと誘導通路３７ｆの接続部分が開放される状態が実現
され、投入通路３７ｅから誘導通路３７ｆに球２３が通過可能となる。
【００８１】
　そして、球２３が発射され続け、投入通路３７ｅ内の球２３がなくなると、扉部３８ｂ
に対する投入通路３７ｅ内の球２３の押圧力がなくなる。扉部３８ｂは、バネ部３８ｃの
付勢力によって軸部３８ａを中心に時計回りに回転移動して、流入通路３７ｄと誘導通路
３７ｆの接続部分を開放して、投入通路３７ｅと誘導通路３７ｆの接続部分を塞ぐ。した
がって、投入通路３７ｅ内に球２３がないと、図９に示すように流入通路３７ｄと誘導通
路３７ｆの接続部分が開放される状態が実現され、流入通路３７ｄから誘導通路３７ｆに
球２３が通過可能となる。
【００８２】
　このように変形例２に係る下部集合通路３７によれば、投入通路３７ｅ内に球２３があ
る場合は、流入通路３７ｄから誘導通路３７ｆに球２３を通過させない状態を実現して、
流入通路３７ｄ内にある球２３より投入通路３７ｅ内にある球２３を誘導通路３７ｆに先
行して導くことが可能となる。また、投入通路３７ｅ内に球がない場合には、流入通路３
７ｄから誘導通路３７ｆに球２３を通過させる状態を実現して、流入通路３７ｄから誘導
通路３７ｆに球を通過させることができる。
【００８３】
　投入通路内に球があるか否かによって、流入通路３７ｄから誘導通路３７ｆに球２３を
通過させる状態とさせない状態とを実現するため、状態を変化させるための制御手段が不
要であり、簡易な構成で適宜異なる状態を実現することができる。更に、遊技中は、投入
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通路３７ｅと誘導通路３７ｆの接続部分は塞がれており、投入口３７ｃから誘導通路３７
ｆに粉塵等が流入することを防ぐことができる。
【００８４】
　　［実施の形態２］
　次いで、本発明の実施の形態２に係る球循環ユニットについて、図面を用いて説明する
。図１０は、球循環ユニットを構成する下部集合通路の正面図である。なお、実施の形態
１と同様の構成については同符号を用いて説明を省略する。下部集合通路４２は、中央集
合通路３６から導かれた球が流入する第一流入口４２ａと、ファール球が流入する第二流
入口４２ｂと、第一流入口４２ａ及び第二流入口４２ｂから流入した球２３を整流器４１
に導く球通路４２ｃと、球通路４２ｃを構成する上壁面に開口形成された投入口４２ｄと
、を備えている。実施の形態２に係る球通路４２ｃは、実施の形態１における流入通路３
７ｄ、投入通路３７ｅ、及び誘導通路３７ｆの機能を備え、一体形成されている。
【００８５】
　第一流入口４２ａ及び第二流入口４２ｂから流入した球の合流部分の下流（整流器）側
には、屈曲部が形成されており、この屈曲部に投入口４２ｄが配置されている。投入口４
２ｄから投入された球２３は、屈曲部より下流側の球通路４２ｃ内に収容される。整流器
４１から投入口４２ｄまでの空間（図示する斜線部）は、所定個数（７個）の球が収容可
能な寸法である。したがって、投入口４２ｄから球を７個投入することにより、整流器４
１から投入口４２ｄまでの空間には更なる球を収容するスペースがなくなり、投入口４２
ｄから更なる球の投入ができない状態となる。
【００８６】
　したがって、実施の形態２に係る下部集合通路によっても、所定個数より多くの球が投
入されることを防ぐことができる。更に、実施の形態２に係る下部集合通路は、投入通路
と流入通路が別々でなく一体であるため、所定個数の球が投入された後に発射された球は
、整流器から連なる球の最後尾に配置される。したがって、投入口４２ｄから投入した全
ての球を発射手段に導いて、遊技機内部を循環させることができる。
【００８７】
　［変形例３]
　実施の形態２における下部集合通路の投入口は、他の変形例を概念することができる。
【００８８】
　図１１は、変形例３に係る下部集合通路４３の投入口４３ｄ部分の拡大斜視図である。
変形例３に係る下部集合通路の投入口は、球通路４３ｃを構成する上壁面に開口形成され
た開口部４３ｇと、開口部４３ｇの一部を覆い、球２３の通過方向においてスライド可能
な二枚の蓋部材４３ｅ、４３ｆと、によって画定される。
【００８９】
　開口部４３ｇは、球２３が３個通過可能な寸法に形成されている。開口部４３ｇの一部
分は、蓋部材４３ｅ、４３ｆによって覆われている。蓋部材４３ｅは、球の通過方向にお
ける上流側に配置され、蓋部材４３ｆは、球の通過方向における下流側に配置され、開口
部４３ｇは、中央部分が球１個分開口している。この開口が投入口４３ｄとなる。投入口
４３ｄの位置は、投入すべき球数によって定めることができ、整流器４１の待機位置から
投入口４３ｄまでの空間が投入すべき球数を収容可能な寸法とする。
【００９０】
　投入すべき球数を変更したい場合には、蓋部材４３ｅ、４３ｆを球２３の通過方向にお
いてスライド移動して投入口４３ｄの位置を変更することにより、整流器４１の待機位置
から投入口４３ｄまでの空間の寸法を変更して、投入すべき球数を変えることができる。
具体的には、遊技機に投入する球数を増やしたい場合には、蓋部材４３ｆを下流側にスラ
イド移動して、投入口４３ｄの位置を上流側に変更する。整流器４１の待機位置から投入
口４３ｄまでの空間が大きくなり、収容する球数が増える。一方、遊技機に投入する球数
を減らしたい場合には、蓋部材４３ｅを上流側にスライド移動させて、投入口４３ｄの位
置を下流側に変更する。
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【００９１】
　すなわち、蓋部材４３ｅ、４３ｆの位置を適宜変更することにより、投入口４３ｄの位
置を変更して、投入可能な球数を変更することができる。すなわち、変形例３に係る下部
集合通路４３は、遊技機に投入する球の数を変更することができるため、封入すべき遊技
媒体数が異なる種々の遊技機に適用することが可能となる。
【００９２】
　以上、本発明の好ましい実施の形態を説明したが、本発明はこれらに限定されるもので
はなく、その要旨の範囲内で様々な変形や変更が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】本発明の実施の形態１に係る雀球遊技機の外観斜視図である。
【図２】図１に示す雀球遊技機が有する機枠の背面図である。
【図３】図１に示す雀球遊技機が有する機枠の背面図である。
【図４】球循環ユニットを構成する下部集合通路の正面図であって、投入通路から球を所
定個数の球を投入した状態である。
【図５】球循環ユニットを構成する下部集合通路の平面図であって、投入通路から球を所
定個数の球を投入した状態である。
【図６】球循環ユニットを構成する下部集合通路の正面図であって、流入通路から誘導通
路に球を通過させる状態である。
【図７】変形例１に係る下部集合通路の正面図である。
【図８】変形例２に係る下部集合通路の流入通路、投入通路、及び誘導通路の接続部分の
拡大斜視図である。
【図９】変形例２に係る下部集合通路の流入通路、投入通路、及び誘導通路の接続部分の
拡大斜視図である。
【図１０】実施の形態２に係る下部集合通路の平面図である。
【図１１】変形例３に係る下部集合通路の投入口部分の拡大斜視図である。
【符号の説明】
【００９４】
２：雀球遊技機（遊技機）
４：筐体枠
６：遊技盤
６ａ：遊技盤面
８：機枠
１０：前面ガラス（前面透明板）
１２：装飾枠
１２ａ：中央開口
１２ｂ：膨出部
１３：メダル投入ユニット
１７：受皿
１８：ヒンジ部（揺動支持部）
２２：ランプ
２３：球（遊技媒体）
２６：入球口
２８：入球ユニット
２８ａ：下部入球口
２９：装飾部材
３０：回転ハンドル
３１：発射杆（発射手段）
３２ａ：液晶表示部
３２ｂ：操作ボタン
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３３：演出制御基板
３４：球循環ユニット（遊技媒体循環ユニット）
３５：上部集合通路
３６：中央集合通路
３７：下部集合通路
３７ａ：第一流入口
３７ｂ：第二流入口
３７ｃ：投入口
３７ｄ：流入通路
３７ｅ：投入通路
３７ｆ：誘導通路
３８：開閉部材（可変部材）
３８ａ：軸部
３８ｂ：扉部
３８ｃ：バネ部
３９：第二投入口（投入口）
３９ａ：開口部
３９ｂ：蓋部
４０：払出口
４１：整流器
４２：下部集合通路
４２ａ：第一流入口
４２ｂ：第二流入口
４２ｃ：球通路（遊技媒体通路）
４２ｄ：投入口
４３：下部集合通路
４３ｃ：球通路（遊技媒体通路）
４３ｄ：投入口
４３ｅ、４３ｆ：蓋部材
４３ｇ：開口部
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